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TTLオート調光に対応したフラッシュトリガーです。
サイズ：70 x 47 x 28mm
重さ：44g（バッテリー含む）
対応ストロボ：INON Z240 type4、D2000 type4、S2000
SEA&SEA YS-D2、YS-D1
使用バッテリー：Canon NB-13L
発光回数：約1,000回

NA TTLコンバーターCanon（オプション）

1.内蔵ストロボを使用する場合は「ストロボボタン」を押してカメラ本体のストロボをポッ
プアップしてください。
2.内蔵ストロボの発光を止めたい場合は「ストロボOFFレバー」を前に倒してください。

B) ニコノスタイプコネクター接続
別売の『NAニコノスタイプコネクター』とコネクター取付工賃が必要です。販売店または弊
社カスタマーサービス TEL.03-5988-0191までお問い合わせください。

ノーティカム80Dハウジングへストロボを接続するには、
A)光ファイバーコネクターに光ケーブルを接続
B)ニコノスタイプのコネクター(オプション)に電気接続
の2つの方法があります。

A)光ケーブル接続
カメラの内蔵ストロボ光をコマンダーとして、光ケーブル経由で外部ストロボへ信号を発
信します。

ストロボについて

内蔵ストロボの使用

ストロボシステムの接続



ノーティカムハウジングにはピックアップファインダーが標準装備されています。下記の手順
で簡単に交換が可能です。
【ピックアップファインダーの取り外し方】
1. ファインダーのハウジング接続部の切り欠きを利用して、リアケースの内側から保持用Ｏ
リングを外します。（図1）
2. ハウジング内側からファインダーを軽く押します。（図2）
【ピックアップファインダーの取り付け方】
1.背面ウインドウ部のファインダー取付穴にファインダーを挿し込みます。（図3）
2. リアケースの外側からピックアップファインダーを押し込み、いっぱいまで挿し込みます。
（図4）
3. リアケースの内側から保持用Ｏリングをはめ込みます。

ファインダーに取り付けるOリングは、取付前に必ずグリスアップを行ってください。
ファインダー保持用Oリングは、グリスアップしないでください。ファインダー交換の
際は、OリングやOリングの溝、Oリングの当たり面にゴミや傷がないか必ず確認して
ください。ファインダーを外した状態のまま、絶対に水中で使用しないでください。

保持用Ｏリング

切り欠き
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図1 図2

図3 図4

ファインダーの交換
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スクーバダイビングにおいて、本製品をお楽しみになる前に浸水チェックすることをお勧
めします。ハウジングを、水をはった洗い桶や洗面器等に3秒/30秒/3分間、水平を保った
まま浸してください。それぞれのテストにて万一、本体のリークセンサーランプが点灯した
場合、すぐに水から出してご使用を中止し、再度Oリングを確認してください。

ダイビング前のチェック

Ｏリングの防水性能を生かすために、下記の点にご注意してお取り扱いくださ
い。浸水等の原因になります。
a. 本体のリアケースにはまっているＯリングをはずします。その際、絶対に金属
製の鋭利なもの（はさみの先端、釘、ナイフ等）でＯリングをはずさずに、付
属の「Ｏリングリムーバー」をご使用ください。

b. Ｏリングの摩擦や劣化を防ぐために、はずしたＯリングの表面に付属のＯリ
ンググリスを薄く塗布（グリスアップ）します。その際、砂や小さなゴミ、髪の毛
などが付着していないか必ず確認してください。もし、砂やゴミが付着してい
た場合は、水で洗い流してからグリスを塗ってください。Ｏリンググリスが多
すぎると、かえってゴミやホコリが付きやすくなり、浸水の原因となることが
ありますのでご注意ください。

c. Ｏリング面に小さな傷やひび割れ等がある場合は、絶対に使用せず、すぐに
スペアのＯリングに交換してください。　　

d. Ｏリングのはまっている溝、またはＯリングが当たる防水面にも砂や小さな
ゴミ、髪の毛などが付着していないか必ず確認してください。綿棒などを利
用すると、きれいに清掃できます。また、傷やひび等がないかもしっかり確認
してください。

e. 上記確認ができましたら、再び溝にＯリングをはめてください。その際、Oリン
グがねじれたり、はみだしたりしないようにセットしてください。

f. 上記しましたＯリングやＯリング溝のチェック、グリスアップ等は、リアケース
開閉時に毎回行ってください。

注意

ハウジング本体は、Ｏリングを使用して防水しています。お客様ご自身でメンテナンスや交
換が可能なOリングは開閉部１ヶ所です。付属のシリコングリスを指先に少量取り、全体に
薄くのばしていきます。その時Oリングを引っ張らないでください。指先が引っかかる場合
は、ゴミ、塩分の付着があると思われます。そのような場合、Oリングに傷をつけないよう丁
寧に取り除いてください。傷がある場合は、Oリングをただちに交換してください。終わりま
したら、元通り、リアケースの溝にねじれがないようはめてください。

ダイビングの前に

Oリングのグリスアップ

本製品に装着されているOリングには、含油タイプを使用しています。グリスアッ
プする際は、必ず付属されているOリンググリスを使用してください。付属のグリ
ス以外を使用するとOリングが膨張し、防水性能を損なう場合があります。

注意

注意 ボートダイビングにてハウジングを持ったままエントリーするなど、ハウジングの一
方向から強い水圧がかからないよう注意してください。浸水する危険性があります。
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1.　海水中でご使用した後は、真水を溜めた洗い桶などにおよそ10～20分程度、ハウジング
を浸しておいてください。そのときに、各ボタンやダイヤル、レバー等を数回押し回してく
ださい。

2. 必ずご自宅に戻ってからのお手入れも実施してください。後のトラブルにつながるおそ
れがありますので、現地での塩抜きのみでメンテナンスを終了させないでください。

3. 長期間ご使用にならない時は、Ｏリングに付属のシリコングリスを薄く塗ってから保管
してください。Ｏリングは1年毎に交換されることをお勧めします。また、ご使用頻度に
より2、3年に1度のオーバーホールをお勧めします。

・洗い桶等に浸している時には、絶対にリアケースの開閉やポートの取り外しは
しないでください。

・海水中でご使用後、そのまま放置すると細かいすき間等に塩分が残り、乾燥す
ると塩分が結晶となり水に溶けなくなってしまいます。結晶化した塩分は時に
Ｏリングを押し上げ、浸水の原因になる場合がございますので、必ず真水に浸
けてください。

・真水から上げたら、弱い流水で洗ってください。強い水流を一定方向から当て
ると浸水の原因となりますので、絶対に行わないでください。

・水中でのご使用後は、ハウジングの接合部に水滴等が残っています。乾いたタ
オル等でよく拭いて、カメラ本体に水滴が垂れないようご注意ください。

・水洗い後は、乾いた柔らかい布等で水気をよく拭き取ってください。炎天下での
直射日光による乾燥や、ドライヤーやストーブによる乾燥は、故障や変形、破損
の原因となりますので絶対に行わないでください。

注意

・ハウジングをシンナー、ガソリン、ベンジン等の揮発性有機溶剤、また化学洗浄
剤等でのクリーニングは絶対にしないでください。

・クリーニングは柔らかい布等で傷がつかないように注意して行ってください。
・ハウジングを直射日光下に放置しないでください。また真夏の車の中など高温
になる場所への放置、保管はやめてください。内部温度が上昇して防水機能等
に損傷が生じることがあります。

注意

注意

別売の「FIXメンテナンスキット」の「ソルトアウエイ」塩害防止剤をあわせてご使
用いただくことをおすすめします。

メンテナンス

NOTE

別売の「FIXメンテナンスキット」をご使用いただくと、効果的に機材のメンテナン
スを行うことができます。NOTE

現地の環境によっては、他の機材からの塩分などによって十分な塩抜きができ
ていない場合があります。
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Memo
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保証規定
当社は、取扱説明書の注意事項にしたがったお取り扱いにより本製品が万一故障した場合、お買い上
げ日から満一年間無料修理をいたします。ただし、業務用途でご使用の場合には９０日間の保証とな
ります。浸水等によりご使用のカメラに損害が生じた場合、いかなる理由でも、カメラ本体に対する補
償はございません。ご使用になるカメラ本体には「保険」をおかけいただくなど、ご使用者ご自身での
対処をお願いいたします。また、本製品の故障に起因する付随的損害(ダイビングや撮影に要した旅行
費用等の諸費用、及び撮影により得られる利益の喪失など)については保証しかねます。また、保証期間
の内外によらず修理時の運賃、諸掛かりはお客様においてご負担をお願いいたします。

保証期間内でも次のような場合には有料修理になります。
1. 使用上の誤り (取扱説明書の取扱上の注意事項等以外の誤操作等) により生じた故障。
2. 当社以外で行われた修理、改造、分解等による故障。
3. お買い上げ後の輸送、落下、衝撃等による故障及び損傷。
4. 火災・地震・水害・落雷その他の天災地変、公害による故障及び損傷。
5. 保管上の不備 ( 高温、多湿の場所、有害薬品のある場所での保管) や手入れの不備等による故障。
6. 砂・泥・水かぶり等が原因で発生した故障。
7. 保証書のご提示がない場合、または保証書の記載事項を訂正された場合。
8.保証書にご購入年月日の記載が無い場合。

＊本製品の故障に起因する付属的障害（撮影に要した諸費用や逸失利益等）については保証いたしか
ねます。

保守パーツは製造打ち切り後、5年間在庫しております。
また、当製品にはボタンやスイッチ部分にOリング等消耗品が使われております。2年ごと、もしくは長
期間ご使用になられなかった場合、オーバーホール（有償）をおすすめします。



保証書

購入日

品名

品番

製造番号

販売店名

お名前

ご住所　　〒

TEL

年　　　月　　　日から1年間

Canon EOS 80D対応防水ハウジング

NA 80D

＊必ず販売店名印を押して下さい。

「販売店名印」「購入日」の記入をご確認ください。
記入無き場合は無効となりますので、直ちにお買い上げ店までお申し出ください。
本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保存してください。

株式会社フィッシュアイ 〒171-0052  東京都豊島区南長崎5-29-7  TEL:03-5996-5637   FAX:03-5996-7202

www.fisheye-jp.com E-mail:info@fisheye-jp.com

03-5988-0191 cs@fisheye-jp.comフィッシュアイカスタマーサービス

ご購入後のメンテナンス・修理等は株式会社フィッシュアイにて承ります


